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野村ファンドラップ債券プレミア 

運用報告書(全体版) 
 

第２期（決算日2018年１月22日） 
 

作成対象期間（2017年７月21日～2018年１月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2016年10月21日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

主として、世界各国の公社債に実質的に投資する投資信託証券（投資信託の受益証券（投資法人の投資証券を含みます。）。以下同じ。）
に投資し、安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目標に運用を行います。 
投資する投資信託証券については、わが国の公社債およびわが国の公社債に代替しうる債券に実質的に投資する投資信託証券が中心と
なるように、実質的な外貨建て資産について、為替ヘッジを行うことを基本とするもの、もしくはこれに類するものを基本とします。
なお、市場環境、利回り水準、為替ヘッジコスト等を勘案し、実質的な外貨建て資産について、為替ヘッジを行わないことを基本とす
る投資信託証券に投資する場合があります。 

主な投資対象 
主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金
融商品等に直接投資する場合があります。 

主な投資制限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ファンドラップ債券プレミア

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

参 考 指 数 
N O M U R A - B P I総合 債   券 

組入比率 
債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

2016年10月21日 10,000 － － 100.00 － － － － 1 

１期(2017年７月20日) 9,847 0 △1.5 98.48 △1.5 0.0 － 99.3 64,345 

２期(2018年１月22日) 9,872 0 0.3 98.79 0.3 0.0 － 99.0 149,251 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数は、NOMURA-BPI総合です。なお、設定時を100として指数化しております。 

NOMURA-BPI総合は、野村證券株式会社が公表する、国内で発行された公募利付債券の市場全体の動向を表す投資収益指数です。 

※ NOMURA-BPIは、野村證券株式会社が作成している指数で、当該指数に関する一切の知的財産権とその他一切の権利は野村證券株式会

社に帰属しております。また、野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、

ファンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

参 考 指 数 
N O M U R A - B P I 総 合 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2017年７月20日 9,847 － 98.48 － 0.0 － 99.3 

７月末 9,851 0.0 98.51 0.0 0.0 － 99.0 

８月末 9,892 0.5 98.98 0.5 0.0 － 99.2 

９月末 9,848 0.0 98.54 0.1 0.0 － 98.4 

10月末 9,854 0.1 98.65 0.2 0.0 － 99.2 

11月末 9,887 0.4 98.96 0.5 0.0 － 99.0 

12月末 9,887 0.4 98.94 0.5 0.0 － 99.2 

(期  末)        

2018年１月22日 9,872 0.3 98.79 0.3 0.0 － 99.0 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ファンドラップ債券プレミア

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、NOMURA-BPI総合です。参考指数は、作成期首（2017年７月20日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首9,847円から期末9,872円となりました。 

 

（上昇要因） 

・「ノムラ日本債券オープンF」が値上がりしたこと 
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野村ファンドラップ債券プレミア

○投資環境 

＜日本債券市場＞ 

北朝鮮情勢を巡り地政学的リスクが高まったことなどから、2017年９月上旬にかけて上昇し

ましたが、衆議院選挙での各党の選挙公約が財政規律を緩める内容であったことから、財政悪

化懸念が高まったことなどを背景として下落し、10月中旬にかけて軟調に推移しました。その

後、11月上旬にかけて、緩和的な金融政策を継続するとみられるパウエル氏が次期FRB（米連

邦準備制度理事会）議長に指名されたことなどを受けて上昇した一方、2018年１月には、日銀

が公開市場操作における超長期国債の買い入れ額を減らしたことなどから下落しました。当作

成期間では、日本債券市場は値上がりとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、当作成期間を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券の見直し 

当作成期間において、投資対象ファンドの見直しは行いませんでした。 

 

・指定投資信託証券の組入れ比率推移 
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野村ファンドラップ債券プレミア

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数の騰落率が＋0.3％となったのに対し

て、基準価額の騰落率は＋0.3％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（主なプラス要因） 

「ノムラ日本債券オープンF」の騰落率が、日

本債券市場の平均を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

「東京海上・日本債券オープンF」の騰落率が、

日本債券市場の平均を下回ったこと 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2017年７月21日～ 
2018年１月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村ファンドラップ債券プレミア

◎今後の運用方針 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散を考慮して

投資することで、多くの運用者の資産運用スキルを効率よく活用し、安定した収益の確保と中

長期的な信託財産の成長を目標に運用を行ってまいります。 

 

（１） 各投資対象ファンドについて「ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能

性」を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドの「リスク特性」（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に

分析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に、「リスク特性」の状況などにも配慮しつつ、組

入ファンドの投資比率の調整を行います。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村ファンドラップ債券プレミア

○１万口当たりの費用明細 (2017年７月21日～2018年１月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 6  0.061  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (3)  (0.033)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (2)  (0.017)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.011)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 6   0.062    

期中の平均基準価額は、9,869円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年７月21日～2018年１月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ノムラ日本債券オープンF 4,010,250 53,537,880 328,877 4,388,370  

東京海上・日本債券オープンF 3,934,241 38,876,930 444,696 4,394,626  
合 計 7,944,491 92,414,811 773,573 8,782,996  

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

  

投資信託証券 
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野村ファンドラップ債券プレミア

○利害関係人との取引状況等 (2017年７月21日～2018年１月22日) 

 

＜野村ファンドラップ債券プレミア＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 92,414 92,414 100.0 8,782 8,782 100.0 

 
 
 

＜野村マネー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 17,683 1,358 7.7 － － － 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2017年７月21日～2018年１月22日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2018年１月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ノムラ日本債券オープンF 2,401,886 6,083,259 81,266,256 54.4 

東京海上・日本債券オープンF 3,241,489 6,731,034 66,495,884 44.6 

合 計 5,643,375 12,814,293 147,762,141 99.0 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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野村ファンドラップ債券プレミア

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネー マザーファンド 9 9 9 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 147,762,141 98.6 

野村マネー マザーファンド 9 0.0 

コール・ローン等、その他 2,058,249 1.4 

投資信託財産総額 149,820,399 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 149,820,399,926   

 コール・ローン等 1,273,219,733   

 投資信託受益証券(評価額) 147,762,141,867   

 野村マネー マザーファンド(評価額) 9,998   

 未収入金 785,028,328   

(B) 負債 569,372,391   

 未払解約金 494,524,439   

 未払信託報酬 73,510,069   

 未払利息 1,392   

 その他未払費用 1,336,491   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 149,251,027,535   

 元本 151,184,324,112   

 次期繰越損益金 △  1,933,296,577   

(D) 受益権総口数 151,184,324,112口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,872円 
 

（注）期首元本額は 65,345,515,885円、期中追加設定元本額は
105,659,990,732円、期中一部解約元本額は19,821,182,505円、１
口当たり純資産額は0.9872円です。 

 

○損益の状況 (2017年７月21日～2018年１月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      767,759   

 支払利息 △      767,759   

(B) 有価証券売買損益 202,134,143   

 売買益 225,651,931   

 売買損 △   23,517,788   

(C) 信託報酬等 △   74,846,560   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 126,519,824   

(E) 前期繰越損益金 25,671,055   

(F) 追加信託差損益金 △2,085,487,456   

 (配当等相当額) (     39,225,041)  

 (売買損益相当額) (△2,124,712,497)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,933,296,577   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,933,296,577   

 追加信託差損益金 △2,085,487,456   

 (配当等相当額) (     39,225,042)  

 (売買損益相当額) (△2,124,712,498)  

 分配準備積立金 152,958,618   

 繰越損益金 △      767,739   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる
ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等
相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設
定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい
ます。 

  

親投資信託残高 
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（注）分配金の計算過程（2017年７月21日～2018年１月22日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年７月21日～ 
2018年１月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 126,921,011円 

c. 信託約款に定める収益調整金 39,225,042円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 26,037,607円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 192,183,660円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 12円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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